
一

〔
二
〇
一
八
年 

愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
連
動
す
る
ア
ジ
ア
・
日
本
・
愛
知
│
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
知
識
人
│
」

関
連
企
画
「
日
本
近
代
文
学
と
台
湾
│
頼
雲
荘
先
生
と
の
対
話
」
基
調
報
告
〕

日
本
語
教
育
の
一
環
と
し
て
の
日
本
文
学

│
│
台
湾
の
教
室
で
読
む
日
本
近
代
小
説
│
│

台
湾
・
東
呉
大
学
日
本
語
文
学
科　

頼　
　
　

雲　

荘

一
、
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
東
呉
大
学
日
本
語
文
学
科
に
お
け
る
日
本
語
文
学
教
育
に
つ
い
て

紹
介
し
、
さ
ら
に
三
年
次
の
「
日
本
小
説
選
読
」
と
い
う
授
業
を
中
心
に
、
そ

の
実
施
状
況
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
シ
ラ
バ
ス
で
は
、「
日
本
小
説
選

読
」
の
教
育
目
標
は
、「
学
習
者
の
文
章
の
読
解
、
翻
訳
、
分
析
能
力
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
」、
ま
た
、
文
学
作
品
を
読
む
こ
と
を
通
し
て
「
日
本
人
の
考
え

方
、
日
本
社
会
、
日
本
文
化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
」
と
を
掲
げ
て

い
る
。
つ
ま
り
こ
の
授
業
は
、
日
本
語
教
育
で
あ
る
と
同
時
に
文
学
ま
た
は
文

化
理
解
の
教
育
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

近
年
、
実
用
性
を
重
視
す
る
外
国
語
教
育
と
い
う
大
き
な
流
れ
の
中
で
、
日

本
文
学
教
育
が
衰
退
し
、
周
縁
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
で
あ

る
。
学
習
者
に
よ
っ
て
は
、
文
学
を
勉
強
す
る
よ
り
、
実
用
的
な
「
翻
訳
技

能
」
や
「
商
業
知
識
」
を
さ
ら
に
身
に
つ
け
た
い
と
い
う
声
も
あ
る
。
実
際
、

本
学
科
で
は
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
「
日
本
小
説
選
読
」
と
い
う
必
修
科
目
が

選
択
科
目
に
な
り
、
そ
の
代
わ
り
に
「
日
中
翻
訳
実
務
」
と
い
う
科
目
が
必
修

に
な
っ
た
。
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
い
い
こ
と
で
あ

る
が
、
文
学
こ
そ
外
国
語
学
習
者
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
養
分
で
あ
る
こ
と

は
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

本
稿
に
お
い
て
は
、
日
本
語
文
学
科
の
三
年
生
を
対
象
に
し
た
二
〇
一
六
年

度
の
日
本
近
代
文
学
に
つ
い
て
の
教
育
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
の



表１ 日本文学関係の科目

年次 科目名 2017年度まで 単位 2018年度 単位

2 日本故事選読 選択（通年） 4 選択（通年） 4

3 日本小説選読 必修（通年） 4 選択（通年） 4

3 日本近代文学史 選択（通年） 4 選択（前期） 2

4 日本古典文学史 選択（通年） 4 選択（後期） 2

4 日本古典文学 選択（通年） 4 選択（通年） 4

4 日本名著選読 選択（通年） 4 選択（通年） 4

二

実
践
過
程
を
報
告
す
る
。

二
、
日
本
語
教
育
の
一
環
と
し
て
の
日
本
文
学

　

東
呉
大
学
日
本
語
文
学
科
で
は
、「
日
本
語
に
精
通
し
、
日
本
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
、
国
際
的
視
野
に
立
っ
て
中
日
文
化
交
流
の
で
き
る
人
材
の
育
成

を
主
な
目
的
」
と
し
て
い
る
。
履
修
科
目
に
は
「
日
本
語
に
関
す
る
基
礎
的
な

も
の
の
他
に
、
日
本
語
研
究
・
日
本
文
学
・
日
本
文
化
・
日
本
現
代
事
情
な
ど

専
門
的
な
科
目
に
加
え
て
、
日
本
語
翻
訳
・
日
本
語
通
訳
・
日
本
語
文
書
資
料

処
理
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
の
実
務
的
な
科
目
」
も
あ
る1
注

。
そ
れ
ぞ

れ
の
学
年
で
は
主
と
し
て
日
本
語
の
授
業
が
中
心
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
同
時

に
日
本
学
に
関
連
す
る
授
業
も
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
二
年
次

か
ら
は
「
日
本
の
歴
史
」「
日
本
の
地
理
」「
日
本
故
事
選
読
」（
昔
話
・
童

話
）
と
い
う
よ
う
な
選
択
科
目
が
あ
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
語
だ
け
で
は
な

く
、
日
本
に
関
係
す
る
諸
学
問
、
諸
技
能
も
教
育
の
一
環
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
も
、
日
本
文
学
に
つ
い
て
の
授
業
は
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

　

学
年
ご
と
に
紹
介
し
て
い
く
と
、「
日
本
故
事
選
読
」（
二
年
）、「
日
本
小
説

選
読
」（
三
年
）、「
日
本
近
代
文
学
史
」（
三
年
）、「
日
本
古
典
文
学
」（
四

年
）、「
日
本
古
典
文
学
史
」（
四
年
）、「
日
本
名
著
選
読
」（
四
年
）
が
あ
る
。

一
年
次
を
除
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
学
年
で
、
文
学
関
係
の
授
業
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。「
日
本
小
説
選
読
」
だ
け
が
必

修
科
目
で
、
ほ
か
は
選
択
科
目
で
あ

る
。
し
か
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
改
正

で
、
二
〇
一
八
年
度
か
ら
す
べ
て
の
文

学
の
授
業
が
選
択
科
目
に
な
っ
た
。
そ

れ
と
同
時
に
時
間
数
も
減
ら
さ
れ
た
。

表
１
で
示
す
通
り
、
日
本
文
学
関
係
の

科
目
の
総
単
位
数
は
減
ら
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
い
く
と
、現
在
（
二

〇
一
八
年
度
）
で
は
二
年
次
か
ら
四
年

次
ま
で
日
本
文
学
関
係
の
授
業
が
行
わ

れ
て
は
い
る
が
、
す
べ
て
選
択
科
目
で

あ
る
た
め
、
四
年
間
、
日
本
の
文
学
に

全
く
接
触
せ
ず
に
卒
業
し
て
い
く
学
生

が
い
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
に
、
将
来
、
高
度
な
日
本
語
を
操
り
日
台
の
架
け
橋
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
日
本
語
文
学
科
の
卒
業
生
が
、
言
語
の
知
恵
の
結
晶
を
摂
取

せ
ず
に
そ
の
ま
ま
卒
業
し
て
い
く
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
物
足
り
な
い
と
こ

ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
実
際
文
学
関
係
の
授
業
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
き
た
か
を
、
次
節



三

で
二
〇
一
六
年
に
行
っ
た
「
日
本
小
説
選
読
」
の
授
業
内
容
を
取
り
上
げ
、
説

明
し
て
い
き
た
い
。

三
、「
日
本
小
説
選
読
」
の
授
業
内
容

　

日
本
語
教
育
で
あ
る
と
同
時
に
文
学
ま
た
は
文
化
理
解
の
教
育
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
「
日
本
小
説
選
読
」
と
い
う
授
業
の
受
講
者
で
あ
る
三
年
次

の
学
生
に
は
、
学
習
者
の
日
本
文
学
に
対
す
る
予
備
知
識
と
し
て
次
に
あ
げ
る

よ
う
な
も
の
が
期
待
さ
れ
る
。

　

１
．
二
年
次
の
選
択
科
目
「
日
本
故
事
選
読
」

　

２
．
高
校
の
国
文
（
中
文
）
教
科
書
で
の
日
本
文
学
の
中
国
語
訳
（
例
え

ば
、
芥
川
龍
之
介
「
藪
の
中
」）

　

３
．
中
国
語
訳
さ
れ
た
現
代
作
家
の
作
品
。
例
え
ば
、
村
上
春
樹
、
宮
部
み

ゆ
き
、
東
野
圭
吾
な
ど

　

４
．
ア
ニ
メ
、
漫
画
、
ゲ
ー
ム
な
ど
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

　

こ
の
よ
う
に
多
か
れ
少
な
か
れ
、
日
本
の
文
学
に
つ
い
て
の
予
備
知
識
を

持
っ
て
い
る
学
習
者
が
多
い
。
ま
た
、
大
学
三
年
生
の
学
習
者
の
多
く
は
、
日

本
語
学
習
歴
二
年
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
の
学
習
者
に
ど
れ
だ
け

の
長
文
を
読
ま
せ
れ
ば
い
い
の
か
は
、
し
ば
し
ば
指
導
者
の
頭
を
悩
ま
せ
る
。

理
解
し
に
く
い
、
難
し
い
言
葉
遣
い
や
修
辞
が
使
わ
れ
る
、
ま
た
難
し
い
文
学

の
手
法
が
行
わ
れ
て
い
る
文
学
作
品
を
選
ん
だ
場
合
は
、
学
習
者
が
文
学
を
敬

遠
し
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。

　

今
ま
で
の
「
日
本
小
説
選
読
」
の
授
業
で
は
、
芥
川
龍
之
介
や
太
宰
治
、
志

賀
直
哉
な
ど
、
す
で
に
「
正
典
」（
カ
ノ
ン
）
と
し
て
認
め
ら
れ
た
作
品
を
主

と
し
て
取
り
上
げ
て
来
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
文
学
が
好
き
に
な
っ
た
学
習

者
も
い
た
が
、
一
方
で
は
、「
文
学
は
難
し
い
」「
内
容
が
わ
か
り
に
く
い
」

「
つ
ま
ら
な
い
」
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
反
応
を
避
け
る
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
行
っ
て
き
た
。
教
材
選
定
の
た
め
に
、
府
川
源
一
郎
の

「
読
み
手
に
「
教
訓
」
を
与
え
る
と
い
う
よ
う
な
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
読
み

手
の
問
題
意
識
を
か
き
立
て
、
想
像
力
を
は
ば
た
か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
作
品

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
現
代
を
生
き
る
私
た
ち
の
抱
え
て
い
る

様
々
な
問
題
に
切
り
込
み
、
そ
れ
を
一
人
の
人
間
と
し
て
深
く
考
え
る
き
っ
か

け
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
な
作
品
が
必
要
で
あ

2
注る
」
と
い
う
見
解
は
、
大
変
参

考
に
な
っ
た
。
学
習
者
に
多
く
の
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
を
中
心

に
、「
日
本
小
説
選
読
」
の
教
材
を
決
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
度
に
実
際
に
授
業
で
取
り
上
げ
た
テ
キ
ス
ト
は
次
の
通
り
で
あ

る
。

　

前
期
（
十
八
週
間
）

　
　

多
和
田
葉
子
「
不
死
の
島
」

　
　

村
上
春
樹
「
鏡
」



四

　
　

芥
川
龍
之
介
「
ト
ロ
ッ
コ
」

　
　

太
宰
治
「
走
れ
メ
ロ
ス
」

　
　

葉
山
嘉
樹
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」

　
　

志
賀
直
哉
「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」

　

後
期
（
十
八
週
間
）

　
　

志
賀
直
哉
「
小
僧
の
神
様
」

　
　

宮
沢
賢
治
「
雨
ニ
モ
負
ケ
ズ
」

　
　

宮
沢
賢
治
「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

　
　

梶
井
基
次
郎
「
檸
檬
」

　
　

江
戸
川
乱
歩
「
人
間
椅
子
」

　
　

芥
川
龍
之
介
「
羅
生
門
」

　

台
湾
の
大
学
の
学
年
は
、
前
期
（
九
月
〜
一
月
）
と
後
期
（
二
月
〜
六
月
）

に
分
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
十
八
週
間
で
、
合
わ
せ
て
三
十
六
週
間
と
い
う

授
業
期
間
が
あ
る
。
一
見
、
関
連
性
の
な
い
作
品
の
羅
列
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
実
は
そ
の
中
に
い
く
つ
か
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
こ
の
よ
う
な
授
業
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、
前
述
の
通
り
十
八
週
間

で
あ
り
、
そ
れ
に
本
学
で
は
九
週
目
に
中
間
試
験
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
考
慮

に
入
れ
る
。
ま
た
、
前
半
と
後
半
の
分
量
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
よ
う
に
と
い

う
衡
量
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
前
期
で
は
、
現
代
小
説
を
導
入
し
、
な
る
べ
く

言
葉
遣
い
の
比
較
的
簡
単
な
作
品
を
選
ん
だ
。
前
期
と
後
期
の
間
に
一
か
月
ほ

ど
の
冬
休
み
（
一
月
下
旬
か
ら
二
月
下
旬
）
が
挟
ま
れ
る
た
め
、
志
賀
直
哉
の

二
つ
の
短
編
作
品
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
よ
う
と
い
う
宿
題
を
学
習
者
に

与
え
て
い
る
。
本
稿
で
は
さ
し
当
た
っ
て
前
期
に
扱
っ
た
作
品
に
つ
い
て
の
み

説
明
す
る
こ
と
に
す
る
。

　

最
初
の
多
和
田
葉
子
「
不
死
の
島
」
に
つ
い
て
は
後
で
詳
し
く
説
明
す
る

が
、
二
作
目
の
作
者
の
村
上
春
樹
は
台
湾
で
は
だ
れ
も
が
知
っ
て
い
る
日
本
人

作
家
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
屋
へ
行
け
ば
、
村
上
春
樹
文
学
の
中
文
訳
が
平

積
み
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
名
声
と
は
裏
腹
に
実
際
作
品
を
手
に
取
っ

て
読
ん
だ
と
い
う
台
湾
の
大
学
生
は
意
外
と
少
な
か
っ
た
。
こ
の
授
業
で
の
取

り
組
み
の
よ
う
に
、
す
ぐ
読
め
る
短
編
を
一
つ
選
び
精
読
す
る
こ
と
は
、
今

後
、
こ
れ
ま
で
触
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
村
上
春
樹
文
学
を
読
む
契
機
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
三
作
目
の
「
ト
ロ
ッ
コ
」
の
作
者
芥
川
龍
之
介
は
、
一
部
の
学
習
者

に
と
っ
て
は
、
す
で
に
高
校
の
教
科
書
に
よ
っ
て
勉
強
し
た
こ
と
の
あ
る
日
本

人
作
家
で
あ
る
。
川
口
浩
史
監
督
は
「
ト
ロ
ッ
コ
」
を
モ
チ
ー
フ
に
、
映
画

『
ト
ロ
ッ
コ
』（Rail T

ruck

、
二
〇
〇
九
年
）
を
制
作
し
、
台
湾
の
花
蓮
県
を

そ
の
ロ
ケ
地
と
し
た
。
少
年
の
不
安
を
考
え
る
と
同
時
に
、
台
湾
と
日
本
と
の

関
係
を
考
え
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

四
作
目
に
入
る
頃
は
学
期
の
半
分
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
だ
が
、「
走
れ
メ
ロ

ス
」
と
い
う
少
々
長
め
の
短
編
を
取
り
上
げ
た
。
精
読
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
登
場



五

人
物
の
性
格
を
見
て
い
き
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
主
題
に
つ
い
て
討
論
し
て
い

く
。
学
習
者
の
多
く
は
、
メ
ロ
ス
と
竹
馬
の
友
と
の
友
情
に
感
動
し
た
と
い
う

よ
り
、
む
し
ろ
メ
ロ
ス
の
走
れ
な
い
と
き
の
言
い
訳
め
い
た
心
中
が
繰
り
返
さ

れ
る
内
容
に
、
う
ん
ざ
り
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
に

お
い
て
は
、
オ
ノ
マ
ト
ペ
が
た
く
さ
ん
使
わ
れ
て
お
り
、
場
面
を
通
し
て
の
擬

声
擬
態
語
の
習
得
に
は
、
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
こ
と
を
付
記
し
た
い
。

　

や
や
長
め
の
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
次
は
、
短
く
て
す
ぐ
に
読
め
る
よ
う
な
作

品
と
し
て
、
葉
山
嘉
樹
の
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
を
選
ん
だ
。
昭
和
初

期
の
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
流
行
っ
て
い
た
時
代
背
景
や
社
会
状
況
を
説
明

し
た
上
で
作
品
を
読
ん
で
い
く
。
さ
ら
に
、
二
十
一
世
紀
の
現
在
の
日
本
社
会

と
台
湾
社
会
の
状
況
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
労
働
条
件
、
ま
た
低
賃
金
問
題
な
ど

に
つ
い
て
も
提
起
し
、
身
近
な
テ
ー
マ
と
し
て
学
習
者
に
作
品
内
容
に
つ
い
て

考
え
さ
せ
る
。
同
時
に
ほ
か
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
も
学
習
者
に
推
薦
す
る
。

　

気
持
ち
が
重
く
な
る
「
セ
メ
ン
ト
樽
の
中
の
手
紙
」
を
読
ん
で
、
最
後
に

「
清
兵
衛
と
瓢
簞
」
を
取
り
上
げ
、
作
品
の
内
容
を
基
に
親
子
の
葛
藤
に
つ
い

て
考
え
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
前
期
で
扱
う
作
品
は
ど
れ
も
意
図
的
に
学
習
者

の
身
辺
の
問
題
と
関
連
あ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
お
り
、
関
心
を
引
き
や
す
い

テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
次
節
で
は
、
本
授
業
で
最
初
に
取
り
上
げ
た

「
不
死
の
島
」
を
例
に
授
業
の
進
行
の
様
子
を
説
明
す
る
。

四
、
多
和
田
葉
子
「
不
死
の
島
」

　

本
授
業
の
最
初
の
作
品
と
し
て
、
現
代
文
学
作
家
の
多
和
田
葉
子
の
「
不
死

の
島
」（
二
〇
一
二
年
）
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。
多
和
田
葉
子
「
不
死

の
島
」
を
扱
う
授
業
時
間
は
、
三
週
間
（
週
一
回
の
授
業
は
一
〇
〇
分
、
計
五

時
間
）
と
予
定
を
し
て
い
る
。
そ
の
流
れ
と
時
間
分
配
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

テキストの精読
（ 3 . 5 時間）

指導者による文学作品の創作背
景、作者紹介（ 0 . 5 時間）

（ 0 . 5 時間）
グループ別の問題討論

グループで討論した内容の口
頭発表（ 0 . 5 時間）

感想文の提出
（宿題）

　
「
不
死
の
島
」
は
「
近
未
来
小
説
」
で
、
三
・
一
一
以
降
、
放
射
線
の
影
響

で
老
人
が
死
な
な
く
な
り
、
そ
れ
に
加
え
て
、
若
者
も
年
齢
の
若
い
順
か
ら
死

ん
で
い
く
と
い
う
内
容
の
話
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
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震
災
発
生
後
、
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
ぼ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
地
震
・
津
波
・
原

子
力
発
電
所
の
破
壊
状
況
を
台
湾
の
国
民
に
伝
え
た
。
事
故
発
生
以
来
、
今
日

に
至
る
ま
で
長
い
間
注
目
さ
れ
て
き
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。
日
本
と
同
じ
島
国
の

台
湾
で
も
原
発
問
題
に
つ
い
て
は
た
く
さ
ん
の
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
万
が

一
、
原
子
力
発
電
所
が
地
震
や
津
波
の
被
害
に
あ
っ
た
ら
ど
う
対
応
す
れ
ば
い

い
か
、
と
い
う
国
民
の
懸
念
か
ら
、
原
発
廃
止
の
声
を
よ
く
耳
に
す
る
。
し
か

し
、
こ
れ
は
実
際
に
は
容
易
に
解
決
さ
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、

だ
れ
も
が
関
心
を
よ
せ
て
い
る
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
小
説
で
あ
れ
ば
、
学
習
者

の
興
味
を
引
く
で
あ
ろ
う
と
思
い
、
そ
れ
を
最
初
の
作
品
に
し
た
。
授
業
の
展

開
に
つ
い
て
、
以
下
詳
し
く
説
明
す
る
。

　

こ
の
授
業
は
講
義
型
の
授
業
で
、
主
と
し
て
教
師
に
よ
る
講
義
を
行
う
。
そ

れ
ぞ
れ
の
小
説
の
内
容
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ
別
の
討
論
・
発
表
や
、
個
人
発

表
、
感
想
文
の
提
出
な
ど
の
教
室
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
手
始
め
に
、
テ
キ
ス
ト
の
精
読
か
ら
始
め
る
が
、
三
年
次
の
学
習
者
に

と
っ
て
難
し
い
単
語
や
言
い
回
し
を
取
り
上
げ
、
文
章
の
読
解
を
深
め
て
い

く
。
言
語
レ
ベ
ル
の
問
題
を
ク
リ
ア
し
て
か
ら
、
テ
キ
ス
ト
本
文
に
つ
い
て
の

説
明
を
施
す
。

　

二
〇
一
五
年
四
月
八
日
、
多
和
田
葉
子
は
台
湾
の
淡
江
大
学
で
自
作
の
『
献

灯
使
』
に
つ
い
て
講
演
し
、
そ
の
中
の
一
篇
「
不
死
の
島
」
に
つ
い
て
も
言
及

し
た
。
こ
の
「
不
死
の
島
」
が
「
近
未
来
小
説
」
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ

た
。「
近
未
来
小
説
」
と
は
何
か
を
学
習
者
に
説
明
す
る
た
め
に
、
映
画
『
バ
ッ

ク
・
ト
ゥ
・
ザ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ーPA

RT
2

』（
一
九
八
九
年
）
を
例
と
し
て

挙
げ
、
映
画
で
も
よ
く
使
わ
れ
る
手
法
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
一
九
八
九

年
の
映
画
で
あ
る
が
、
二
〇
一
五
年
の
未
来
の
話
を
す
る
と
い
う
点
は
、「
不

死
の
島
」
の
設
定
と
共
通
し
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
二
〇
一
六
年
の
時
点
で
行
わ
れ
る
授
業
で
は
、
次
の
よ
う
な
「
近

未
来
小
説
」
と
し
て
の
時
間
設
定
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
学
習
者
の
注
意
を

促
す
。

　
　
　
「
日
本
」
と
聞
く
と
二
〇
一
一
年
に
は
同
情
さ
れ
た
も
の
だ
が
二
〇
一

七
年
以
降
は
差
別
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。（
190
頁
）

　

本
授
業
は
二
〇
一
六
年
九
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
学

習
者
の
混
乱
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
丁
寧
に
そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
軸
を
説
明

し
て
い
く
。
そ
の
ほ
か
に
、「
不
死
の
島
」
に
お
い
て
は
二
〇
一
三
年
に
「
突

然
、
北
朝
鮮
か
ら
過
激
な
反
核
運
動
が
起
こ
り
、
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
韓
国
と

北
朝
鮮
は
統
一
し
た
」（
194
頁
）、
と
い
う
叙
述
が
あ
る
。
現
実
の
時
間
軸
上
で

は
、
二
〇
一
六
年
の
時
点
で
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
の
で
、
混

乱
し
な
い
よ
う
に
、
学
習
者
に
説
明
を
行
う
。

　

つ
い
で
以
下
の
よ
う
に
、
大
き
く
四
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
て
そ
れ
に
該
当
す

る
本
文
引
用
を
挙
げ
、
学
習
者
に
討
論
さ
せ
て
い
る
。
主
と
し
て
学
習
者
に
問

い
を
投
げ
か
け
る
形
で
情
報
や
ヒ
ン
ト
な
ど
を
与
え
る
が
、
固
定
さ
れ
た
答
え
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を
与
え
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
る
。

１
．
天
皇
、
皇
室

　
「
不
死
の
島
」
に
お
い
て
、
天
皇
が
国
民
に
話
を
す
る
と
い
う
叙
述
が
あ

る
。
天
皇
が
国
民
に
話
す
と
い
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
情
景
な
の
か
。
ま
た
、

天
皇
の
代
わ
り
に
出
て
く
る
の
は
、「
黒
い
覆
面
」
の
男
で
、
そ
の
覆
面
は
ど

の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
か
。

　
　
　

大
地
震
か
ら
ち
ょ
う
ど
二
年
経
っ
た
日
に
生
放
送
で
天
皇
陛
下
の
お
話

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ホ
テ
ル
の
休
憩
室
の
テ
レ
ビ
の
前
に
は
従
業
員

や
泊
ま
り
客
が
群
が
り
、
落
ち
着
か
な
い
表
情
で
放
送
を
待
っ
て
い
た
。

（
中
略
）
と
こ
ろ
が
そ
の
あ
と
現
れ
た
の
は
予
想
し
て
い
た
御
顔
で
は
な

く
、
黒
い
覆
面
を
し
た
男
だ
っ
た
。（
192
頁
）

　

さ
ら
に
、
皇
室
の
住
居
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、「
京
都
御
所
」
は
皇
居
が
東

京
に
移
さ
れ
る
前
の
天
皇
の
住
居
で
あ
る
。
皇
室
の
方
々
が
そ
こ
に
「
幽
閉
さ

れ
る
」
と
は
何
を
象
徴
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

大
震
災
に
備
え
て
、
と
い
う
名
目
で
そ
の
年
、
皇
室
の
方
々
は
京
都
御

所
に
移
り
、
そ
れ
以
来
、
残
念
な
こ
と
に
も
う
お
言
葉
を
聞
く
こ
と
は
で

き
な
く
な
っ
た
。
家
族
全
員
で
幽
閉
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
噂
も
あ
っ

た
。（
193
頁
）

　

台
湾
で
は
天
皇
に
相
当
す
る
存
在
は
い
な
い
が
、
戦
後
の
日
本
の
天
皇
と
は

ど
の
よ
う
な
存
在
な
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
。
日
本
文
化
に
お
け
る
天
皇
、
そ

し
て
こ
の
作
品
に
お
け
る
天
皇
に
関
わ
る
描
写
の
意
味
す
る
も
の
に
つ
い
て
考

え
を
深
め
さ
せ
る
。

２
．「
不
死
」
と
は

　

多
和
田
葉
子
は
「
不
死
の
島
」
の
「
不
死
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

　
　
　

ゲ
イ
シ
ャ
・
フ
ジ
ヤ
マ
の
フ
ジ
は
「
富
士
」
だ
け
れ
ど
、
太
平
洋
の

隅
っ
こ
で
大
陸
に
身
を
寄
せ
る
美
し
い
列
島
が
「
不
治
」
で
は
な
く
「
無

事
」
で
あ
る
こ
と
を
願
い
、
で
き
れ
ば
「
不
死
」
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
さ

え
思
い
な
が
ら
書
い

3
注た
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
不
死
」
と
い
う
言
葉
は
「
富
士
」「
不
治
」「
無
事
」
と

い
っ
た
三
つ
の
発
音
の
近
い
言
葉
を
連
想
さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
掛
け
こ
と

ば
」
を
使
用
し
、
一
語
に
複
数
の
意
味
を
も
た
せ
る
技
法
は
、
日
本
文
学
の
古

典
以
来
の
修
辞
上
の
技
法
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
な
技
法
を
使

用
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
の
「
不
死
」
と
は

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
。
中
国
で
は
古
来
、
皇
帝
は
常
に
不
老
不
死
の

方
法
を
追
求
し
て
き
た
が
、
誰
も
が
死
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
も
し
人

間
が
「
不
死
」
に
な
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
世
界
は
ど
の
よ
う
な

世
界
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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二
〇
一
一
年
、
福
島
で
被
曝
し
た
当
時
、
百
歳
を
越
え
て
い
た
人
た
ち

は
み
な
今
も
健
在
で
、
幸
い
に
し
て
こ
れ
ま
で
一
人
も
亡
く
な
っ
て
い
な

い
。（
中
略
）
若
返
っ
た
の
で
は
な
く
、
ど
う
や
ら
死
ぬ
能
力
を
放
射
性

物
質
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
な
の
で
あ
る
。（
196
頁
）

　

地
震
と
い
う
天
然
災
害
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
で
、
被
曝

者
が
数
多
く
い
る
。
そ
の
想
定
外
の
災
害
で
、
人
間
が
古
来
求
め
続
け
て
き
た

「
不
死
」
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の
「
不
死
」
が
果
た
し
て
人
間
に
幸
福
を
も

た
ら
し
た
の
か
。
そ
れ
と
も
も
っ
と
大
き
な
不
幸
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
、「
若
さ
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
さ
え
も
反
転
さ
せ
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
世
界
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。

３
．「
若
さ
」
と
は

　
「
若
さ
」
と
は
老
い
と
相
対
す
る
概
念
で
あ
る
が
、
作
中
で
「
若
い
」「
若
い

人
」
と
は
ど
の
よ
う
意
味
が
あ
る
の
か
。
老
人
が
若
い
人
の
面
倒
を
見
、
介
護

を
す
る
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
世
界
な
の
か
を
問
い
と
し
て
投
げ
掛
け
、
考

え
る
こ
と
を
促
し
た
。

　
　
　

二
〇
一
一
年
に
子
供
だ
っ
た
人
た
ち
は
次
々
病
気
に
な
り
、
働
く
こ
と

が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、
介
護
が
必
要
な
の
だ
。（
中
略
）
だ
か
ら
若

け
れ
ば
若
い
ほ
ど
危
険
な
の
だ
。（
196
頁
）

　
　
　

若
い
と
い
う
形
容
詞
に
若
さ
が
あ
っ
た
時
代
は
終
わ
り
、
若
い
と
言
え

ば
、
立
て
な
い
、
歩
け
な
い
、
眼
が
見
え
な
い
、
も
の
が
た
べ
ら
れ
な

い
、
し
ゃ
べ
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。「
永
遠
の
青

春
」
が
こ
れ
ほ
ど
つ
ら
い
も
の
だ
と
は
前
世
紀
ま
で
は
誰
も
予
想
し
て
い

な
か
っ
た
。（
197
頁
）

　
　
　

老
人
た
ち
は
若
い
人
の
看
護
を
し
、
家
族
の
食
べ
物
を
確
保
す
る
だ
け

で
精
一
杯
で
、
嘆
く
力
も
怒
る
力
も
な
い
。（
中
略
）
悲
し
み
も
苦
し
み

も
形
に
な
い
ま
ま
老
人
た
ち
の
心
に
蓄
積
し
て
い
く
。
い
く
ら
一
所
懸
命

に
介
護
し
て
も
、
若
い
人
か
ら
順
に
姿
を
消
し
て
い
く
。（
197
頁
）

　
「
不
死
」
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
死
な
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な

く
、
老
人
だ
け
が
「
不
死
」
な
の
で
あ
る
。
若
い
人
は
死
ん
で
い
く
。
老
人
が

若
い
人
の
面
倒
を
見
、
社
会
の
働
き
手
と
な
る
こ
と
で
ど
の
よ
う
な
社
会
に

な
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
い
人
が
死
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
悲
し
い

こ
と
だ
け
れ
ど
も
、
生
き
て
い
る
人
は
ま
す
ま
す
責
任
が
重
く
な
っ
て
い
く
。

４
．
植
民
、
被
植
民
、
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
た
江
戸
時
代

　

か
つ
て
台
湾
は
、
五
〇
年
間
の
植
民
地
時
代
（
一
八
九
五
年
〜
一
九
四
五

年
）
を
経
験
し
て
き
た
。
植
民
の
支
配
と
被
支
配
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
か
を
考
え
て
も
ら
う
。

　
　
　

女
も
男
も
裸
足
に
草
履
を
は
き
、
手
脚
の
肌
を
剝
き
出
し
に
し
て
、
通

勤
通
学
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
の
中
で
は
真
っ
裸
で
過
ご
す
。
こ
れ
で



九

は
文
明
人
で
は
な
い
と
思
わ
れ
、
植
民
地
化
さ
れ
て
し
ま
う
危
険
が
出
て

き
そ
う
だ
が
、
日
本
へ
は
外
国
の
船
な
ど
も
う
、
や
っ
て
来
な
い
。
白
い

船
も
黒
い
船
も
来
な
い
。（
198
頁
）

　
「
文
明
」
と
「
植
民
地
化
」
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
さ
せ
る
。
植
民

地
の
ほ
か
に
も
、
学
習
者
は
す
で
に
「
日
本
の
歴
史
」
と
い
う
授
業
で
、
江
戸

時
代
の
開
国
を
促
し
た
「
黒
船
」
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。
島
国
の
日
本
に

船
が
寄
ら
な
い
と
は
、
鎖
国
と
同
じ
状
況
に
戻
っ
て
い
く
こ
と
な
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
今
回
は
自
主
的
に
鎖
国
す
る
の
で
は
な
く
、
原
発

事
故
で
ほ
か
の
国
か
ら
の
交
流
が
絶
え
た
の
で
あ
る
。

　
　
　

縁
側
で
碁
や
将
棋
を
楽
し
む
人
た
ち
。
長
い
夜
を
テ
レ
ビ
な
し
に
過
ご

す
に
は
本
を
読
む
し
か
な
い
が
、
日
没
と
と
も
に
停
電
に
な
る
の
で
、
語

り
部
が
現
れ
、
街
角
で
昔
の
漫
画
や
ア
ニ
メ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
琵
琶
や
ギ

タ
ー
を
弾
き
な
が
ら
語
る
。
し
か
し
誰
も
が
そ
の
よ
う
に
デ
フ
ォ
ル
メ
さ

れ
た
江
戸
時
代
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。（
198
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
、
擬
似
鎖
国
状
態
の
中
で
国
民
の
生
活
も
一
つ
前
の
時
代
に
無

情
に
引
き
戻
さ
れ
た
。
一
度
は
得
た
電
気
の
あ
る
快
適
な
現
代
生
活
が
、
電
気

の
な
い
昔
の
時
代
に
戻
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
再
現
さ
れ
た
前
代
の
生
活
は

レ
ト
ロ
で
懐
か
し
い
雰
囲
気
を
味
わ
わ
せ
る
が
、
も
し
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
よ
う

な
生
活
に
も
ど
る
の
で
あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
日
々
を
送
っ
て
い
く
の
で
あ
ろ

う
。
こ
の
よ
う
に
学
習
者
に
問
い
を
投
げ
か
け
る
形
で
、
授
業
を
進
め
、
学
習

者
の
問
題
意
識
を
か
き
立
て
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
授
業
の
進
行
に
つ
れ
て
気
づ
い
た
問
題
点
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
夢
幻
能
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
か
と
い

う
問
題
で
あ
る
。
死
者
の
幽
霊
が
出
る
能
劇
の
こ
と
と
い
う
よ
う
に
辞
書
的
な

意
味
は
説
明
で
き
た
が
、
一
つ
の
文
化
的
コ
ー
ド
と
し
て
、
ど
こ
ま
で
そ
の
背

景
の
説
明
が
で
き
た
か
に
は
疑
問
が
残
る
。
実
際
に
使
え
る
時
間
も
考
慮
に
入

れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
文
化
的
背
景
を
含
ん
だ
語
の
説
明
は
、
指
導
者

の
力
量
が
問
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

五
、
学
習
者
に
よ
る
感
想
文

　

本
文
を
精
読
し
た
後
、
学
習
者
に
グ
ル
ー
プ
わ
け
を
さ
せ
、
そ
の
グ
ル
ー
プ

ご
と
に
討
論
を
行
い
、
口
頭
発
表
を
し
て
も
ら
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
授
業

後
に
感
想
を
書
か
せ
、
提
出
し
て
も
ら
っ
た
。
多
く
の
学
習
者
が
「
台
湾
と
日

本
の
社
会
問
題
」
や
「
政
治
・
メ
デ
ィ
ア
環
境
」
な
ど
に
触
れ
て
感
想
を
述
べ

た
。
そ
の
際
出
さ
れ
た
感
想
文
に
は
、
虚
構
の
小
説
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
学

習
者
の
思
索
が
み
ら
れ
る
。そ
の
感
想
文
に
つ
い
て
の
指
示
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

指
示

気
に
な
っ
た
個
所
を
本
文
か
ら
引
き
、
そ
れ
を
写
し
て
か
ら
、
自
分
の
感
想
を



一
〇

書
く
。（
一
五
〇
字
程
度
）

感
想
文
１　

学
生
Ａ

本
文：

二
〇
一
五
年
、
日
本
か
ら
の
情
報
が
途
絶
え
て
、
日
本
に
関
す
る
噂
や

神
話
が
蛆
の
よ
う
に
わ
い
て
、
蛆
は
成
長
し
て
蠅
に
な
っ
て
世
界
を
飛
び
回
っ

て
い
る
。（
191
頁
）

感
想
文
⇩
マ
ス
コ
ミ
は
中
立
で
不
特
定
の
大
衆
に
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
忠
実
に

伝
達
す
る
団
体
で
す
。（
中
略
）
台
湾
の
マ
ス
コ
ミ
の
立
場
は
複
雑
で
す
の

で
、
情
報
を
操
作
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
が
、
国
々
の
マ
ス
コ
ミ
も
、

色
々
な
理
由
と
目
的
で
情
報
を
流
れ
て
い
ま
す
。
利
用
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
自

分
で
情
報
を
集
め
て
、
信
用
で
き
る
か
で
き
な
い
か
、
自
分
も
よ
く
考
え
た
方

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

感
想
文
２　

学
生
Ｂ

本
文：

二
〇
一
五
年
、
日
本
政
府
は
民
営
化
さ
れ
、
Ｚ
グ
ル
ー
プ
と
名
乗
る
一

団
が
株
を
買
い
占
め
て
政
府
を
会
社
と
し
て
運
営
し
始
め
た
。
テ
レ
ビ
局
も

乗
っ
取
ら
れ
、
義
務
教
育
は
な
く
な
っ
た
。（
194
頁
）

感
想
文
⇩
一
つ
の
国
の
政
府
が
、
民
営
化
に
な
っ
て
し
ま
う
の
は
面
白
い
発
想

だ
と
思
う
。
だ
が
、
資
本
主
義
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
今
、
財
閥
の
政
府
へ
の

強
い
影
響
力
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。（
中
略
）
真
剣
に
考
え
る

と
、
こ
の
国
を
支
配
す
る
の
は
い
っ
た
い
政
府
か
。
そ
れ
と
も
資
本
家
か
。
民

主
主
義
は
結
局
、
わ
れ
わ
れ
に
見
せ
た
甘
い
夢
に
す
ぎ
な
い
の
か
。

感
想
文
３　

学
生
Ｃ

本
文：

若
い
と
い
う
形
容
詞
に
若
さ
が
あ
っ
た
時
代
は
終
わ
り
、
若
い
と
言
え

ば
、
立
て
な
い
、
歩
け
な
い
、
眼
が
見
え
な
い
、
も
の
が
た
べ
ら
れ
な
い
、

し
ゃ
べ
れ
な
い
、
と
い
う
意
味
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。（
中
略
）
若
い
人
か
ら

順
に
姿
を
消
し
て
い
く
。（
197
頁
）

感
想
文
⇩
文
章
の
中
で
、
放
射
性
物
質
で
、
寿
命
が
延
ば
さ
れ
た
が
、
実
は
現

在
の
社
会
も
同
じ
な
ん
だ
。
高
齢
化
社
会
と
低
い
出
生
率
な
ど
の
問
題
は
日
本

も
台
湾
も
あ
る
。
労
働
現
況
の
悪
化
や
、
結
婚
の
減
少
、
高
額
な
子
供
の
養
育

費
な
ど
、
高
齢
化
社
会
と
低
い
出
生
率
の
原
因
で
あ
る
。
ま
す
ま
す
文
章
の
論

述
と
同
じ
と
思
う
。

感
想
文
４　

学
生
Ｄ

本
文：

納
豆
な
ど
、
ピ
ー
ナ
ツ
が
放
射
性
物
質
の
せ
い
で
短
時
間
で
変
形
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。（
191
頁
）

感
想
文
⇩
多
和
田
さ
ん
は
冗
談
の
よ
う
に
こ
う
書
い
て
、
最
初
に
こ
の
段
落
を

見
た
ら
、
つ
い
笑
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
よ
く
考
え
た
ら
、
ど
の
国

で
も
、
人
々
は
先
入
観
や
偏
見
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
自
分



一
一

や
自
分
の
国
の
レ
ベ
ル
も
も
っ
と
高
い
と
思
っ
て
、
そ
う
し
て
態
度
の
差
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
背
景
も
こ
の
感
じ
ら
し
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は

知
識
と
常
識
の
不
足
の
せ
い
で
、
誤
解
が
生
じ
ま
す
。

感
想
文
５　

学
生
Ｅ

本
文：

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
総
理
大
臣
は
こ
の
世
か
ら
姿
を
消
し
た
。
普

通
な
ら
「
暗
殺
」
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
は
ず
な
の
に
、
マ
ス
コ
ミ
は
な
ぜ
か

「
拉
致
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
。
い
っ
た
い
誰
が
拉
致
し
た
の
か
。（
193
〜
194

頁
）

感
想
文
⇩
日
本
は
一
見
民
主
的
な
国
家
に
見
え
る
が
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
が
お

こ
っ
た
場
合
、
パ
ニ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
さ
な
い
た
め
、
情
報
を
隠
す
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
文
か
ら
見
る
と
、
敏
感
な
言
葉
も
回
避
し
て
、
ほ
か
の
言

葉
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
国
民
を
騙
し
て
、
噓
を
言
う
の
は
独
裁
国
家
と
同
じ

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
言
え
、
台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
や
情
報
も
そ
ん
な
に
透

明
で
は
な
い
と
思
う
。
近
年
に
起
こ
っ
た
「
洪
仲
丘
事

4
注件

」
が
思
い
出
さ
れ

る
。
一
人
の
命
が
大
き
な
デ
モ
活
動
に
な
る
な
ん
て
、
国
民
の
力
を
な
め
な
い

ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
文
を
精
読
し
た
後
で
学
習
者
に
感
想
を
書
か
せ
提
出
し
て

も
ら
っ
た
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
感
想
文
の
ほ
か
に
も
、
学
習
者
は
「
高
齢
化
の

社
会
問
題
」
や
「
放
射
線
汚
染
の
問
題
」
な
ど
に
触
れ
て
感
想
を
述
べ
た
。
そ

の
感
想
文
に
は
、
学
習
者
の
興
味
が
引
き
立
て
ら
れ
、
ま
た
は
問
題
意
識
を
か

き
立
て
ら
れ
た
様
子
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
学
習
者
の
身
辺
の
出
来
事
と
あ
わ
せ

て
考
え
て
い
る
の
も
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。

　

学
期
の
最
後
に
学
習
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
今
学
期
で
読
ん
だ
小
説
の

う
ち
ど
れ
が
一
番
好
き
で
、
ど
れ
が
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
質

問
を
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
よ
う
な
面
白
い
結
果
と
な
っ
た
。

　

一
番
好
き
な
作
品
の
一
位
は
二
作
あ
っ
て
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
と
「
セ
メ
ン

ト
樽
の
中
の
手
紙
」
で
あ
っ
た
。
三
位
は
「
不
死
の
島
」
で
あ
っ
た
。

　

あ
ま
り
好
き
で
は
な
い
作
品
の
一
位
は
、「
走
れ
メ
ロ
ス
」
で
、
二
位
は

「
鏡
」、
三
位
は
「
不
死
の
島
」
で
あ
っ
た
。
好
き
に
せ
よ
、
好
き
で
は
な
い
に

せ
よ
、
は
っ
き
り
自
分
の
好
悪
が
言
え
、
ま
た
そ
の
理
由
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
の
は
、
大
事
な
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

六
、
お
わ
り
に

　
「
不
死
の
島
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
文
学
は
鑑
賞
の
対
象
で
あ
る
だ
け

で
は
な
く
、
学
習
者
に
文
化
理
解
を
促
し
、
周
り
の
環
境
や
生
活
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
る
き
っ
か
け
と
な
る
も
の
で
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
学
習

意
欲
が
高
め
ら
れ
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
る
。
学
習
者
の
感
想
文
か
ら
は
、
文
学



一
二

に
対
す
る
意
識
の
変
化
も
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
後
の
文
学
学
習
も
な
る
べ
く
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
学
習
者
に
考
え
て
も
ら
う
よ
う
に
応
用

的
に
行
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
日
本
語
教
育
の
一
環
と
し
て
の
こ
の
授
業
で
は
、
学
習
者
に

日
本
語
能
力
の
五
技
能
（
聞
く
、
話
す
、
読
む
、
書
く
、
訳
す
）
の
う
ち
、
少

な
く
と
も
読
む
、
書
く
、
訳
す
と
い
う
三
つ
の
基
礎
能
力
を
鍛
え
る
こ
と
に
力

を
注
い
だ
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
日
本
の
文
化
・
歴
史
・
社
会
に
つ
い
て
の
理
解

も
深
め
ら
れ
た
と
思
う
。

　

二
〇
一
八
年
度
か
ら
選
択
科
目
に
な
っ
て
一
年
目
の
現
在
、「
日
本
小
説
選

読
」
の
履
修
者
数
は
必
修
科
目
で
あ
っ
た
と
き
に
比
べ
、
約
二
割
減
少
し
た
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に
学
生
に
興
味
を
持
た
せ
る
か
、
選
択
科
目
で
あ
っ
て
も
履

修
し
た
い
と
思
わ
せ
る
科
目
の
一
つ
に
し
て
い
く
か
は
、
指
導
者
と
し
て
今
後

努
力
し
て
い
く
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　

高
度
な
日
本
語
能
力
を
操
る
人
に
こ
そ
、
深
い
言
語
知
識
・
異
文
化
理
解
が

問
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
日
本
と
台
湾
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
て
い
く
架
け
橋
に
な
る
日
本
語
学
習
者
に
と
っ
て
、
日
本
文
学
は
欠
か

せ
な
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
文
学
無
用
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
人
文
学
的
知
識

を
身
に
つ
け
る
こ
と
こ
そ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
い
て
異
文
化
学
習
の
重
要

な
一
環
に
な
り
得
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
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解
釈
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鑑
賞
』
一

九
九
八
年
七
月
、
12
頁

（
3
）  

「『
献
灯
使
』
を
め
ぐ
っ
て
│
│
『
献
灯
使
』
著
・
多
和
田
葉
子
」

https://gendaiism
edia.jp/articles/-/40935　

二
〇
一
八
年
一
二
月

一
〇
日
閲
覧

（
4
）  

「
洪
仲
丘
事
件
」
と
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
に
台
湾
の
陸
軍
内
で

起
き
た
下
士
官
洪
仲
丘
の
突
然
死
事
件
で
あ
る
。
事
件
の
発
生
し
た
場
所

は
陸
軍
内
で
、
発
生
の
経
緯
は
不
透
明
で
あ
る
。
虐
待
致
死
の
疑
い
が

あ
っ
た
た
め
、
真
相
を
公
開
す
る
よ
う
に
と
当
局
に
抗
議
す
る
二
回
の
大

規
模
な
抗
議
活
動
が
行
わ
れ
た
。

テ
キ
ス
ト

多
和
田
葉
子
「
不
死
の
島
」『
献
灯
使
』
二
〇
一
四
年
一
〇
月
、
講
談
社
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